
CSHの中でも特に先鋭的な、「グリ
ーンベルト・ハウス」と呼ばれる計
画案。庭の芝生や植栽が住宅内部に
貫入し、そこにガラス屋根がかかる
。自然を取り込んだ空間、通勤用ヘ
リコプターなど戦後住宅の夢が描か
れた。エリエル・サーリネンに学ん
だラプソンは、ミネアポリスを中心

本展で取り上げるイームズハウス。
1945年にエーロ・サーリネンと協働
で第一案（ブリッジハウス）を発表し
たが、発注した資材が戦後の物資不
足で届かず、その間にデザインを変
更、現在の形になった。トラス梁、窓
枠など既製の部材を用いた２階建ての
鉄骨造。スタジオ棟と住居棟が中庭を

『アーツ＆アーキテクチャ』の編集
長、CSHプログラムを企画したジョ
ン・エンテンザの自邸で#8に隣接す
る。#8（第一案）と#9は、イームズ
とサーリネンの協働で同時期に設計
された。正方形の平面をもつ鉄骨造
で、構造は壁で覆われている。居間
の庭側は全面ガラスが用いられてい

既に著名だったノイトラが設計したベ
イリー邸。イームズハウスの隣地に
建つ小住宅で、これまでに3回増築さ
れた。道路側は閉鎖的だが、裏庭側
は開放的で、大きなスチール製ガラ
ス引戸を開けると居間と庭が一体化
する。#6、#13、#21は計画案で終わ
り、これがノイトラの唯一実現した

10×20フィートのグリッドの鉄骨フ
レームの住宅。スチールの屋根がテ
ラスやカーポートまで連続し、庭側
は開放的な構成。内部はレンガ、漆
喰、ウッドパネルなどを用いた温かみ
のある空間。ソリアーノはこの住宅
と同じ1950年に、多くのCSHを撮影
した写真家ジュリアス・シュルマン

エルウッドによる3つのCSHの1作目
。スチール、ガラス、コンクリート
などの材料を用いた繊細でミニマルな
表現は、スチール・パビリオン（ガ
ラス・パビリオン）と呼ばれ、CSH
の代名詞となった。中庭を囲む半透明
のガラス・スクリーンを写した夜景
写真は、CSHのシンプルな美しさを

グラフィック・デザイナーのソール
・バスと生化学者の妻のための住宅
。プライウッドのヴォールト屋根が
特徴で、カリフォルニアの木造住宅
の伝統を工業的な部材と技術で発展
させた。プール脇から居間まで連続
したテラスの床材が内外空間を一体
化させ、煉瓦造の丸い暖炉が居間の

スチールとガラスのシンプルな箱型
の住宅で、その周囲を浅い池が囲む。
バスルームの換気と採光を兼ねた中
央部のパティオによって、外壁の小
窓が不要となり、シンプルなファサ
ードが達成された。白いスチールデ
ッキの壁と屋根が特徴。設計者のコ
ーニッグはソリアーノの元で働いた

ロサンゼルス市街を眺望する居間の
写真が有名なスタール邸。20フィー
ト間隔の細い鉄骨フレームとガラス
で構成され、寝室部分と居間・食堂
・キッチンがL型にプールを囲む。シ
ュルマン撮影の写真は、当時のアメ
リカの夢の住宅の象徴となった。現
在は張り出した居間の周囲にデッキ

太平洋を臨むラ・ホヤに建つ3軒の住
宅（トリアッド）。大規模な住宅開
発の試作として建設されたが、3軒の
み実現した。プランや外壁の仕上げ
は異なるものの、どれもアプローチ
に浅い池を配し、コンクリートのス
ラブ、木造フレームとパネルを用い
て豊かな内外空間の融合を達成して

1945年、ロサンゼルスの建築雑誌『アーツ＆ア
ーキテクチャ』の編集長ジョン・エンテンザは
、新しい戦後住宅の提案を求めてケース・スタ
ディ・ハウス（CSH）プログラムを発表した。
1966年までに、建築家たちによる36の革新的
な住宅案が発表され、そのうち25が実際に建設
された。なかでもイームズハウス（CSH  #8）
とスタール邸（CSH #22）は、特によく知ら
れている。CSHの影響は『アーツ＆アーキテ
クチャ』誌を通して、アメリカだけでなく日
本やヨーロッパにも波及した。
第二次世界大戦後のアメリカでは、多くの帰還
兵の住宅不足を解消し、民間産業を活性化する
ために戸建住宅の建設は喫緊の課題だった。
CSHプログラムも南カリフォルニアの標準的な
住宅のモデルとなるよう工業化された機能的な
住宅の提案を目指していた。LDKを中心に、寝
室と浴室が二つずつという核家族を想定した住
宅は、より多くの人に見てもらうため、竣工か
ら一定期間は家電や家具を備えた状態で一般公
開された。イームズハウスは、既成の工業製品
を使ってより良い暮らしを実現するためにデザ
インされたCSHの代表作である。

オットー・ワーグナー

アンブレラハウス/
1954/
ポール・ルドルフ

ガラスの家
（ジョンソン自邸）/
1949/
フィリップ・ジョンソン

ドッジ邸/
1916/
アーヴィング・
ギル

ゴールドシュテイン邸/
1963/
ジョン・ロートナー

キャピー邸/
1967/
レーモンド・
キャピー
キャピーは開放的
な木造住宅を多数
設計した
また1972年に
SCI-Arc
(南カリフォルニア
建築大学）を設立
した

私の家/1954/
清家 清

SH-1/1953/
広瀬 鎌二　

近代建築の父と
呼ばれたワーグナー
が教鞭をとる
ウィーン工科大学で、
ノイトラとシンドラー
は学んだ

マイレア邸/1939/
アルヴァ・アールト

サヴォア邸/1931/
ル・コルビュジェ

ファーンズワース邸/
1951/
ミース・ファン・
デル・ローエ

CSH #23
(A)(B)(C) 
(1959-1960)

キリングワース、
ブレディ＆スミス

● ジュリアス・ラルフ・デビッドソン
CSH #1、#11、#15

● サムナー・スポルディング＆ジョン・レックス
 CSH #2
● ウィリアム・ウィルソン・ワースター＆テオドール・ベルナルディ
 CSH #3
● ラルフ・ラプソン

CSH *#4
● チャールズ・イームズ
 CSH #8、#9
● エーロ・サーリネン

CSH #9
● ケムパー・ノムランド＆ノムランド・ジュニア
 CSH #10

● キリングワース、ブレディ＆スミス
CSH #23(A)、#23(B)、
#23(C)、#25、*#26

● デイビッド・ソーン
CSH #26

● キリングワース、ブレディ＆
アソシエイツ
CSA #2

● キャンベル、ウォン＆
 アソシエイツ
 CSA #27

● ラファエル・ソリアーノ
 CSH 1950

● ホイットニー・スミス
 CSH *#5、*#12

ブロイヤー邸/
1939/
マルセル・
ブロイヤー

ノイトラとシンドラー
はライトの事務所で
働いた経験を持つ

・02 日英同盟
・03 ライト兄弟初飛行

第一次世界大戦
（14-18）

・22 ソビエト連邦成立
・29 世界大恐慌

・31 満州事変
・33 ニューディール政策
・33 ナチス政権獲得

・51 サンフランシスコ講和条約 ・62 キューバ危機
・61 ベルリンの壁

第二次世界大戦
（39-45）

ソリアーノは
ノイトラの事務所で
働いた経験を持つ

ハリス、
エインは
ノイトラの
事務所で
働いた

経験を持つ

※ この頃、「CSHを年に1作品とする」というルールが設けられたため、1950は番号ではなく西暦
年で
呼ばれている。しかしすぐに元のルールに戻ったため、これが西暦年で呼ばれる唯一のCSHとな

・45 『アーツ＆アーキテクチャ』誌面上でCSHアナウンスメント

ロヴェル邸/
1929/
リチャード・ノイトラ

日本
広瀬 鎌二は
『アーツ&アーキテクチャ』
1955年3月号で、
Three Japanese Houses 
HIROSE KENJI
という記事で紹介された

1900 1910 1920 1930 1940 1950 1960

● リチャード・ノイトラ
 CSH *#6、*#13、#20、*#21

Case Study House Program　1945-1966

エンテンザ邸/1937/
ハーウェル・ハミルトン・ハリス
CSH #9 以前のジョン・エンテンザの自邸

・年号は竣工年
・*がついているものは未施工
・青字は国際会議、展覧会での住宅展示、および実験住宅

ダイマキシオン居住装置
（ウィチタハウス）/1946/
バックミンスター・フラー
フラーは、1926年からアルミニウム
を使用した住宅のプロトタイプと
して、ダイマキシオン・ハウスの製作
を始め、数回にわたる試作ののち、
1946年にダイマキシオン居住装置
（ウィチタハウス）を完成させた

『ベルリン建築博』
近代的モデルハウスの展示/1931
ミース・ファン・デル・ローエ
マルセル・ブロイヤーらが出品

『ワイセンホーフ・ジードルンク』
小規模住宅の展示/1927
ミース・ファン・デル・ローエ
ル・コルビュジェ
ヴァルター・グロピウスらが出品

・59 キューバ革命

エルウッドと
コーニッグは
ソリアーノの
事務所で働いた
経験を持つ

● ソーントン・アベル
 CSH #7

● ロドニー・ウォーカー
CSH #16、#17、#18

● クレイグ・エルウッド
CSH #16、#17、#18

● ドン・ノル
CSH *#19

● バフ・ストラウブ&ハンスマン
CSH #20

● ピエール・コーニッグ
CSH #21、#22

● アーチボルト・クインシー・
ジョーンズ&
フレデリック・エモンズ

 CSH *#24
● バフ&ハンスマン
 CSA #28

『国際デザイン会議（東京）』/1960
ジャン・プルーヴェ、ルイス・カーンらとともに、
ラファエル・ソリアーノ（CSH 1950）も来日し、
講演した

『国際デザイン会議
（アスペン）』/1951

CSH #1 CSH #2 CSH #3 *CSH #5 *CSH #6 CSH #7 CSH #10 CSH #11 *CSH #12 *CSH #13 CSH #15 CSH #16 CSH #17 CSH #18 *CSH #21 CSH 1950 CSH #16 CSH #18 *CSH #19 *CSH #24 CSH #25 *CSH #26 CSH #26 *CSH #27 CSA #1 CSA #2 CSA #28CSH #8 CSH #9 CSH #20 CSH #17 CSH #20 CSH #21 CSH #22*CSH #4

CSH #23(A)
CSH #23(B)
CSH #23(C)

● ビードル&デイリー
 CSA #28

シンドラー自邸＋
スタジオ/1922/
ルドルフ・シンドラー

タリアセン イースト
1911/1914/1925
フランク・ロイド・
ライト

エリエル・サーリネンが
キャンパスの設計を
担当し、初代校長も務めた
（1932-1946）クランブルック
美術アカデミーで、
エーロ・サーリネンと
チャールズ、レイ・イームズ、
ラプソンは学んだ

クランブルック美術アカデミー /1932/
エリエル・サーリネン

クリスタルハウス/1934/
ウィリアム・ケック、ジョージ・F・ケック
明日の住宅（1933）と同じく、シカゴで開催
された『進歩の世紀博/明日の住宅展』で
展示された鉄骨フレーム、スチールの床、
店舗用ガラス、シートメタルで構成された
実験的な住宅

16

CSH #22
(1959-1960)

ピエール
コーニッグ15

CSH #21
(1958)

ピエール
コーニッグ

CSH #20
(1958)

バフ、ストラウブ＆
ハンスマン

CSH #16
(1952-1953)

クレイグ
エルウッド 141312

CSH 1950※
(1950)

ラファエル
ソリアーノ11

CSH #20
(1947-1948)

リチャード
ノイトラ10

CSH #8
(1945-1949)

チャールズ＆レイ
イームズ

CSH #4
(1945)

ラルフ
ラプソン 0807

CSH #9
(1945-1949)
チャールズ
イームズ
エーロ
サーリネン09

全ケース･スタディ･ハウスと主要作品
● 設計開始年順、括弧内は設計期間および竣工年
● *がついているものは未施工
● ナンバリングルールに変更があったため、#19を除いて、

#16から#21までと#26が重複している
#14と#19は欠番

● CSAはCase Study Apartmentの略で、集合住宅
● 作品数については『CASE STUDY HOUSES:THE 

COMPLETE CSH PROGRAM』を参照した

ケース･スタディ･ハウス･プログラム
アナウンスメント
1. 南カリフォルニアの住宅の建築基準を
満たすこと

2. 敷地の条件やクライアントの要望を
満たすこと

3. 個々の住宅は単なる作品ではなく、
複製可能であること

4. 竣工した住宅は、6～8週間、一般公開するこ と
5. 建築家とデザイナーと家具製造会社が協力し
て、
家具をしつらえること

6. 新しい建材や工法の技術を取り入れること
7. 平均的なアメリカ人が建設可能な住宅として
適切な材料を用いること

8. 『アーツ＆アーキテクチャ』に作品を掲載するこ

ギャンブル邸/
1908/
グリーン＆グリーン

05 06

02

03 04

グロピウス邸/1938/
ヴァルター・グロピウス

ダンスミュアー・アパートメント/1937/
グレゴリー・エイン

01

『アーツ＆アーキテクチャ』の編集長、
ジョン・エンテンザは、ミース・ファンデル・ローエ
の推薦により1960年にシカゴのグラハム財団に移り、
1962年には『アーツ＆アーキテクチャ』を売却した
雑誌は1967年に廃刊となった
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